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騙毘画割合僻蹴麗禽

当面の活動を休止
加治木町、姶良町、蒲生町の三町で構成する「姶良西部合併協議会」が設立（平成15年4月1日） 

されて1年4か月が経過しましたが、7月末日現在の状況をお知らせいたします。 

m　　　・、・／　　　一　　　　〇葛 ��ー」 

や空 緑へ㌧－ �1、〇 ノ1－観音‾1－－訊 三－i／∴一案三一一二軍 

∴「∴ 工事！ � 

活動が休止した姶良西部合併協議会

協議会の議事録は公開されています。
御希望の方はお「町、合わせください。

S問い合わせ先
・加治木町役場企画課　TEL（62）2111内線361

・姶良西部合併協議会　TEL（67）7120

協議会の内容はホームページでも御覧になれます。

http：／／www．airaseibu－gappei．jp／

平
成
十
六
年
七
月
二
十
日
に
開
催

さ
れ
た
、
第
二
十
五
回
合
併
協
議
会

で
は
、
姶
良
町
議
会
の
合
併
問
題
調

査
特
別
委
員
会
が
、
協
議
会
か
ら
の

離
脱
を
決
議
し
た
こ
と
に
対
し
、
姶

良
町
と
し
て
の
意
思
表
明
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

鹿
児
島
県
町
村
土
地
開
発
公
社
加

治
木
町
支
社
の
負
債
問
題
な
ど
で
、

現
時
点
で
は
三
町
の
合
併
は
無
理
と

い
う
表
明
で
す
。

一
方
、
加
治
木
町
と
蒲
生
町
の
町

長
か
ら
は
、
あ
く
ま
で
三
町
の
枠
組

み
で
進
め
た
い
旨
の
報
告
が
あ
り
ま

した。加
治
木
町
土
地
開
発
公
社
の
保
有

地
が
「
合
併
は
無
理
」
と
し
て
の
理

由
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
姶
良

西
部
合
併
協
議
会
の
委
員
で
あ
る
三

名
の
姶
良
町
の
議
員
は
欠
席
し
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
ま
ま
当
面
「
休
止
」
と
い
う

こ
と
で
協
議
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
合
併
協
議
会
は
、
合
併

の
是
非
を
問
う
協
議
会
で
あ
り
、
今

回
の
よ
う
な
「
休
止
」
と
い
う
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
「
休

止
」
は
合
併
協
議
会
で
十
分
議
論
を

尽
く
し
て
、
そ
の
結
果
発
生
す
る
も

の
で
す
。
手
続
と
し
て
は
不
十
分
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

土
地
開
発
公
社
の
保
有
地
に
つ
い

て
は
ま
さ
に
今
か
ら
協
議
し
よ
う
と

い
う
段
階
に
お
い
て
、
姶
良
町
の
議

員
（
議
長
）
　
の
緊
急
動
議
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
事
態
と
な
っ
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
加
治
木
町
と
し
て
は
、
決

し
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
軽
視
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
、
合
併
ま
で
に

加
治
木
町
と
し
て
解
決
で
き
る
こ
と

と
、
新
市
に
お
い
て
有
効
な
土
地
と

し
て
の
活
用
方
法
を
提
言
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
姶
良
町
の
理
解
を
得
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
蒲
生
町
と
し
て
は
、
こ
の

間
題
に
つ
い
て
は
新
市
に
引
き
継
ぎ

前
向
き
に
検
討
し
た
ら
ど
う
か
と
い

う
判
断
も
あ
り
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
体
の
「
長
所
・
短
所
」
を
お
互
い

に
事
実
と
し
て
認
め
合
い
、
新
市
に

お
い
て
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に

活
用
し
て
い
く
か
と
い
う
基
本
的
な

方
針
に
基
づ
き
、
十
分
に
協
議
し
た

結
果
と
し
て
実
現
す
る
も
の
で
す
。

土
地
開
発
公
社
の
保
有
地
を
、
単

な
る
「
負
の
財
産
」
と
見
る
の
か
、

「
有
効
な
財
産
」
と
見
る
の
か
、
こ

の
こ
と
に
よ
っ
て
判
断
は
大
き
く
異

な
っ
て
き
ま
す
。

合
併
す
る
か
し
な
い
か
に
つ
い
て

は
、
最
終
的
に
は
三
町
の
議
会
で
判

断
さ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
そ
の
判
断

を
仰
ぐ
前
に
「
休
止
」
と
い
う
流
れ

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
後
、
姶
良
町
で
は
、
住
民
説
明

会
を
し
、
三
町
の
枠
組
み
や
住
民
投

票
に
つ
い
て
住
民
の
憲
兄
を
聞
き
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
離
脱
す
る
か
ど
う

か
を
決
め
る
方
針
で
す
。

加
治
木
町
、
蒲
生
町
と
し
て
は
、

姶
良
町
の
今
後
の
動
向
に
注
目
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
合
併
協
議
会
で

決
定
さ
れ
た
「
平
成
十
七
年
二
月
十

四
日
に
合
併
」
と
い
う
目
標
は
、
極

め
て
厳
し
い
も
の
と
し
て
受
け
止
め

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

合
併
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
こ

れ
か
ら
三
町
は
広
域
的
な
事
業
（
姶

良
郡
西
部
衛
生
処
理
組
合
、
姶
良
郡

西
部
消
防
組
合
等
）
　
に
お
い
て
、
互

い
に
手
を
取
り
合
っ
て
連
携
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
こ
と
で
、
三
町
に
禍
根
を

残
す
こ
と
は
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
す
。

な
お
、
合
併
協
定
項
目
の
協
議
状

況
は
次
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。



「お知らせ」が電話で開けます。

合併協定項目の協議状況（平成16年6月15日現在）（注）⑥承認清　○提案中

3

番号 ��合併協定項目（45項目） �協議 状況 �承認され た協議会 �備　　考 

1 ��合併の方式 �⑥ �第2回 � 

2 3 ��合併の期日 �◎ �第5回 � 

新市の名称 �◎ �第15回 � 

4 ��新市の事務所の位置 �◎ �第11回 � 

5 6 ��財産の取扱い �◎ �第9回 � 

議会の議員の定数及び任期の取扱い 農業委員会の委員の定数及び任期の取扱い 地方税の取扱い �◎ �第19回 � 

7 8 9 ���⑥ �第16回 � 

◎ �第9回 � 

一般職の職員の身分の取扱い 特別職の身分の取扱い 条例，規則等の取扱い �◎ �第8回 � 

10 ���⑥ �第8回 � 

11 ���◎ �第9回 �第21回協議会提案 

12 13 ��行政組織及び機構の取扱い 一部事務組合等の取扱い≡議案係 �○ � 
◎ �第14回 � 

141 151 16l 17 18 19 ��使用料　手数料等の取扱い �◎ �第10回 � l 公共的団体の取扱い �◎ �第18回 � 

補助金　交付金等の取扱い �⑥ �第18回 � l 町名・字名の取扱い �◎ �第15回 � 

慣行の取扱い �◎ �第16回 � 

国民健康保険事業の取扱い 介護保険事業の取扱い 消防団の取扱い �◎ �第20回 � 

20 21 ���◎ �第13回 � 

◎　　　　第16回 �� 

各 種 事 務 事 業 の 取 扱 い �22 23 24 25 26 27 28 �男女共同参画事業 �⑥ �第12回 � 

ヽ三三；■● 姉妹都市・国際交流事業 電算システム事業 広報広聴関係事業 �◎ �第21回 � 

⑥ �第20回 � 

◎ �第14回 � 

納税関係事業 �◎ �第16回 � 

消防防災・交通関係事業 �⑥ �第19回 � 
察口業務 �◎ �第20回 �第21回協議会提案 

29 30 31 �障害者福祉事業 �○ � 

高齢者福祉事業 �◎ �第21回 � 

児童福祉事業 �⑥ �第21回 �第21回協議会提案 第21回協議会提案 第21回協議会提案 第21回協議会提案 第21回協議会提案 

32 �保育事業 �○ 

33 �生活保護事業 �○ � 

34 �その他の福祉事業 �○ � 

35 �保健衛生事業 �○ � 

36 37 38 39 40 �環境衛生対策事業 �○ � 

農林水産関係事業 �◎ �第18回 � 

商工・観光関係事業 �◎ �第18回 � 

建設関係事業 �◎ �第21回 � 

上・下水道事業　　蓋㌫手数料 �◎ �第13回 � 
◎ �第17回 � 

41 42 �学校教育事業 �⑥ �第17回 � 

社会教育事業 �◎ �第17回 �第21回協議会提案 

43 44 �コミュニティ施策 �○ � 

その他事業 � � � 

45 ��新市まちづくり計画　　　　　骨子案　◎第8回 �素案　◎第11回　　原案　　〇第21回提案 
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参議院議員選挙
投票率　67．80バーせント

県知事選挙
投票率　69，39パーセント

●参議院選挙区選挙候補音別得票数　●投票所別投票率

区 �投　票　所 �投票率　％ 
参議選挙区 �参議比例区 �県知事 �県議補欠 

1 �加治木中学校 �53．47 �53，47 �54．61 �54．61 

2 �保健セ　ン　タ　ー �58．15 �58．04 �59，70 �60．36 

3 �福祉セ　ン　タ　ー �61．32 �61．32 �63，42 �63．40 

4 �性　　　応　　　手 �54．23 �54．18 �55．58 �55．10 

5 �錦　江　小　学　校 �55，42 �55．42 �56．84 �56．96 

6 �岩　原　公　民　館 �55．07 �55．07 �56．16 �56．64 

7 �豊　町　公　民　館 �53．00 �53．00 �54．49 �54．79 

8 �加治木小学校 �56，04 �56．04 �57．13 �57．16 

9 �永　原　小　学　校 �63．33 �63．33 �64．23 �64．76 

10 �雛　場　公　民　館 �68．94 �68．94 �69．47 �69，47 

11 �辺川大字公民館 �72．54 �72．54 �72．54 �72．54 

12 �西　浦　公　民　館 �58．80 �58．80 �59．27 �59．76 

13 �川　内　公　民　館 �64，88 �64．88 �65．20 �65．20 

14 �小山田大字公民館 �59．87 �59．75 �61，01 �61．33 

15 �中　野　公　民　館 �55．88 �55．88 �56．12 �56．12 

合　　　　　言† ��67．80 �67．77 �69．39 �68．00 

氏　　　　名 �得票数 
1 �の　む　ら　哲　郎 �5．731 
2 �祝　迫　か　つ　子 �1．174 
3 �皆　言　い　な　お �5，018 
得　　　票　　　総　　　数 ��11，923 
無　　　　　効　　　　　票 ��471 
投　　票　　者　　総　　数 ��12，394 

●県知事選挙候補音別得票数
氏　　　　名 �得票数 

1 �い　と　う　祐　一　郎 �2，358 

2 �み　ぞ　ぐ　ち　宏　二 �8，857 

3 �た　ま　り　み　ず義久 �696 
4 �有　　村　　寛　　治 �364 

得　　　票　　　総　　　数 ��12．275 
無　　　　　効　　　　　票 ��105 
投　　票　者　　総　　数 ��12，380 

●県議補欠選挙候補音別得票数
氏　　　　名 �得票数 

1 �岩　下　よ　し　ひ　ろ �8，092 

2 �山　崎　ま　さ　あ　さ �3、720 

得　　　票　　　総　　　数 ��11，812 
無　　　　　効　　　　　票 ��335 
投　　票　　者　　総　　数 ��12，147 
※得票数はすべて加治木町内のみ

●補正予算の主なもの

○桑迫地区土地改良事業費に

16，115千円

○西中通線ほか道路新設改良費に

……‥　24，000千円

○永原小体育館改修工事費に

12，632千円

○加治木中体育館外壁改修工事費に

15，695千円

○公営住宅解体撤去工事費に

15．564千円

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
、
県
知
事

選
挙
、
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
七

月
十
一
日
、
町
内
十
五
か
所
の
投
票

所
で
行
わ
れ
、
即
日
開
票
さ
れ
ま
し

た
。
加
治
木
町
の
最
終
投
票
率
は
、

参
議
院
選
挙
区
が
六
十
七
・
八
パ
ー

セ
ン
ト
　
（
前
回
五
十
六
・
二
八
パ
ー

セ
ン
ト
）
、
比
例
区
が
六
十
七
・
七

七
パ
ー
セ
ン
ト
、
県
知
事
が
六
十

九
・
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
　
（
前
回
三
十

七
・
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
県
議
補

欠
が
六
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

議

会

報

告

平
成
十
六
年

第
二
回
定
例
会

第
一
回
臨
時
会

平
成
十
六
年
第
二
回
町
議
会
定
例
会
が
、
六
月
十
一
日
か
ら
二
十
五
日

ま
で
十
五
日
間
の
会
期
で
、
ま
た
、
第
一
回
臨
時
会
が
六
月
二
十
八
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
九
件
、
諮
問
一
件
、
陳
情

二
件
、
発
議
二
件
が
、
臨
時
会
で
は
一
般
会
計
補
正
予
算
議
案
が
一
件
、

審
議
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
決
事
項

●
加
治
木
町
税
条
例
の
一
部
改
正

●
加
治
木
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

●
加
治
木
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

●
一
般
会
計
補
正
予
算
　
　
二
億
一
千
四
百
三
十
万
七
千
円
を
追
加
し
、

総
額
七
十
八
億
六
千
万
七
千
円
に

●
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
　
二
千
八
百
五
十
四
万
七
千
円
を
追
加
し
、

総
額
三
十
億
一
千
三
百
七
十
三
万
一
千
円
に
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12の種目“そ

大会新記録

「お知らせ」が電話で開けます。

5－－－

第39回加治木町小学校水泳記録会成績
（※は新記録）

種　　　目 �学　年 �氏　名 �学校名 �記　録 
男子25m自由形 �4以下 �河　井　　　翔i �加治木 �18秒8 

女子25m自由形 �4以下 �原　田　夏　妃 �加治木 �※17秒7 
男子25m平泳ぎ �4以下 �松　田　直　樹 �錦　江 �24秒7 
女子25m平泳ぎ �4以下 �原　田　夏　妃 �加治木 �24秒5 

男子50m自由形 �5 �大　脇　千　寛 �柁　城 �40秒1 
6 �河井　　　駿 �加治木 �※35秒1 

女子50m自由形 �5 �下木屋果歩 �錦　江 �※39秒4 
6 �井　上　祥　子 �加治木 �37秒5 

男子50m平泳ぎ �5 �西　田　将　季 �加治木 �51秒9 
6 �田　中　裕　士 �柁　城 �48秒2 

女子50m平泳ぎ �5 �岩　元　愛　衣 �永　原 �※49秒4 
6 �下楠薗梨花子 �加治木 �49秒6 

男子25m背泳ぎ �5 �藤　崎　　翔 �錦　江 �25秒4 
6 �或　　啓　介 �柁　城 �20秒6 

女子25m背泳ぎ �5 �鮫　島　光　世 �加治木 �21秒8 
6 �lIi良ま　どか �柁　城 �23秒6 

男子50m背泳ぎ �5 �濱　田　　　遼 �柁　城 �1分10秒4 
6 �或　　啓　介 �柁　城 �45秒9 

女子50m背泳ぎ �6 �上加世田紗肴 �柁　城 �49秒8 

男子25mI〈タフライ �5 �西　田　将　季 �加治木 �21秒2 
6 �小　倉　広　之 �錦　江 �25秒7 

女子25mバタフライ �5 �鮫　島　光　世 �加治木 �21秒1 
6 �井　上　祥　子 �加治木 �19秒8 

男子50mバタフライ �5 �大　脇　千　寛 �柁　城 �※55秒1 
6 �河　井　　駿 �加治木 �※38秒2 

女子50mバタフライ �5 �岩　元　愛　衣 �永　原 �※46秒6 
6 �原田千帆里 �加治木 �※38秒0 

男子100m自由形 �6 �森　本　裕　也 �柁　城 �1分34秒3 

女子100m自由形 �6 �原田千帆里 �加治木 �※1分13秒2 

男子100m平泳ぎ �6 �山下龍太郎 �錦　江 �2分04秒1 
女子100m平泳ぎ �6 �稲　葉　成　美 �錦　江 �1分56秒2 

男子100m個人メドレー �5・6共通 �河　井　　駿 �加治木 �※1分28秒2 

女子100m個人メドレー �5・6共通 �原田千帆里 �加治木 �※1分20秒6 

男子200m �5・6共通 �西田将季 河井　駿 �加治木 �3分06秒3 

メドレーリレー ��向江直人 福森敏也 

女子200m �5・6共通 �井上祥子 原田千帆里 �加治木 �3分02秒4 

メドレーリレー ��相星性愛 中玉利真帆 

男子100mリレー �4以下 �松田直樹 師玉航 田畑陽平 今村祐介 �錦　江 �1分26秒9 

女子100mリレー �41女‾下 �岩澤美海 原日夏妃 福ケ迫成美 鮫島千時 �加治木 �※1分22秒1 

男子200mリレー �5・6共通 �大圏貴紀 或啓介 田中裕士 横山拓真 �柁　城 �2分44秒1 

女子200mリレー �5・6共通 �相星性愛 鮫島光世 井上祥子 中玉利真帆 �加治木 �2分48秒4 

か
じ
毒
　
ト
ピ
ッ
？
ス

第
三
十
九
回
小
学
校
水
泳
記
録
会

は
、
夏
休
み
に
入
っ
た
ば
か
り
の
七

月
二
十
二
日
、
加
治
木
小
学
校
プ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

水
泳
記
録
会
は
、
水
泳
学
習
の
成

果
を
発
表
し
、
自
己
記
録
に
挑
戦
す

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
。
各
校
の
代
表
選
手
た
ち

は
、
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
な
が
ら
、

ゴ
ー
ル
目
指
し
て
一
生
懸
命
泳
い
で

い
ま
し
た
。

真
夏
の
日
ざ
し
が
照
り
つ
け
る

プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
は
、
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
や
保
護
者
、
先
生
た
ち
が
盛
ん
に

声
援
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
三
十
一
種
目
中
、
十

二
の
種
目
で
新
記
録
が
飛
び
出
し
、

新
記
録
を
樹
立
し
た
子
ど
も
た
ち
に

は
、
記
念
の
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し

た。
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左から池ノ上さん、冨永さん、松田さん

法務大臣と県知事のメッセージを町長へ伝達

＿坐　す≒しこl
こく：

巨三一三雲婁妻撃聾
海風を受け艇を傾けながら走る

臆（三一音字臆： 

一二記聞こ二三：聖：ニこ． 

」「TT「÷MTll「 、享葦●●－《・ 闇黒総説 

ハーモニカに合わせてみんなで合唱

饗
を
明
る
く
す
る
運
動

大
臣
・
細
事
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
強
調
月
間

が
ス
タ
ー
ト
し
た
七
月
一
日
、
竹
下
虎
雄

鹿
児
島
保
護
観
察
所
加
治
木
支
部
長
と
町

保
護
司
会
の
メ
ン
バ
ー
が
町
長
室
を
訪
れ
、

野
沢
法
務
大
臣
と
須
賀
知
事
か
ら
の
、
同

月
間
に
対
す
る
協
力
依
頼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
川
野
町
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
、

今
年
で
五
十
四
回
目
。

竹
下
支
部
長
は
「
犯
罪
の
な
い
明
る
い

郷
土
づ
く
り
に
御
協
力
く
だ
さ
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

縫
謳
糧
謂
年

嵩
永
さ
ん
に
表
彰
状

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
地
域

の
食
生
活
改
善
の
向
上
と
、
組
織
の
育
成

強
化
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
、
松

田
道
子
さ
ん
、
池
ノ
上
ミ
チ
子
さ
ん
、
冨

永
ヒ
サ
エ
さ
ん
の
三
人
に
、
県
食
生
活
改

善
推
進
員
連
絡
協
議
会
か
ら
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
三
人
は
、
昭
和
五
十
九
年

に
町
の
食
生
活
改
善
推
進
員
と
な
っ
て
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
二
十
年
以
上
も
推

進
員
と
し
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
、
そ
の
地

道
な
活
動
が
今
回
の
表
彰
に
つ
な
が
っ
た

も
の
で
す
。

七
月
一
日
、
受
賞
報
告
で
町
長
室
を
訪

れ
た
三
人
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
受
賞
の
喜
び
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

鄭
郵
難
講
座

龍
田
正
治
先
生
が
講
演

「
か
じ
の
木
大
学
」
　
の
夏
季
教
養
講
座
が

七
月
二
日
、
加
音
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
受

講
生
や
一
般
町
民
な
ど
約
四
百
人
が
会
場

に
訪
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
講

座
の
受
講
生
の
伴
奏
に
合
わ
せ
「
夏
は
来

ぬ
」
「
わ
れ
は
海
の
子
」
「
浜
千
鳥
」
　
の
三

曲
を
全
員
で
声
高
ら
か
に
元
気
よ
く
合
唱

し
ま
し
た
。

続
い
て
、
鹿
児
島
大
学
の
萬
田
正
治
名

誉
教
授
が
「
豊
か
な
鹿
児
島
の
食
と
農
」

と
題
し
、
「
鹿
児
島
に
は
豊
か
な
水
と
緑

が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
自
然
と
農

的
価
値
を
基
本
に
、
生
活
・
暮
ら
し
の
視

点
か
ら
モ
ノ
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
」
な
ど
と
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

／
千
㌢

／
I
k
千
言ツ

プ
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

第
五
回
義
弘
公
カ
ッ
プ
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

大
会
が
、
七
月
四
日
、
加
治
木
港
沖
と
姶

良
町
三
船
沖
を
結
ぶ
六
・
五
マ
イ
ル
　
（
約

十
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
　
の
海
上
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
、
ス
タ
ー
ト
の
合
図
と
同
時

に
、
九
艇
の
ヨ
ッ
ト
は
高
々
と
張
ら
れ
た

帆
に
海
風
を
受
け
、
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
台
風
七
号
の
影
響
で
波
が

高
く
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い

た
ヨ
ッ
ト
の
体
験
試
乗
は
中
止
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

【成績】
▼
優
勝
－
テ
ィ
ガ
ー

▼
二
位
I
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー

▼
三
位
－
風
麗
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違反ごみもたくさんありました

左から上平田さん、上枝さん、萩原さん

何千ロ釣れた？
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ステージに並ぶ声かけおじさんたち

固
定
資
産
評
価
審
査
会

著
書
三
人
に
聾
交
付

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
の
委
員
に
、
上
枝
仁
さ
ん
、
萩
原

遵
守
さ
ん
、
上
平
田
妙
子
さ
ん
を
選
任
す

る
こ
と
が
六
月
町
定
例
議
会
に
お
い
て
同

意
さ
れ
、
七
月
一
日
、
川
野
町
長
か
ら
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

同
委
員
は
、
固
定
資
産
税
の
評
価
額
に

不
服
が
あ
る
納
税
者
か
ら
の
審
査
申
出
に

つ
い
て
、
中
立
、
公
平
の
立
場
か
ら
、
対

象
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
町
の
評
価
額
が

適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
職
務

を
担
当
す
る
も
の
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

任
期
は
、
平
成
十
九
年
六
月
三
十
日
ま

で。

前
衛
生
協
会
理
事

鞍
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

資
源
物
の
分
別
収
集
が
ス
タ
ー
ト
し
て

三
か
月
が
経
過
し
た
六
月
十
六
日
、
町
衛

生
協
会
は
、
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態
を

調
査
し
よ
う
と
生
活
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
ま
し
た
。
三
つ
の
班
に
分
か
れ
た
同

協
会
の
理
事
た
ち
が
、
A
地
区
の
資
源
物

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
巡
回
し
、
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ご
と
に
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
後
の
理
事
会
で
は
、
「
分

別
は
お
お
む
ね
浸
透
し
て
い
る
が
、
地
域

で
格
差
が
あ
る
の
で
、
引
き
続
き
分
別
の

指
導
が
必
要
だ
。
」
と
の
意
見
が
大
勢
を

占
め
ま
し
た
。

西
諏
訪
、
新
町
、
端
山
、
札
立
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
き
れ
い
に
分
別
さ
れ
て
お

り
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

繕
か
け
お
じ
さ
ん

中
学
生
と
対
面
武

一
学
期
の
終
業
式
が
行
わ
れ
た
七
月
二

十
日
、
加
治
木
中
学
校
で
は
、
「
声
か
け

お
じ
さ
ん
」
と
生
徒
た
ち
と
の
対
面
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

声
か
け
お
じ
さ
ん
は
、
「
青
少
年
の
健

全
育
成
を
図
る
た
め
、
大
人
が
気
軽
に
子

ど
も
に
声
を
か
け
よ
う
」
と
、
三
十
年
以

上
前
か
ら
加
治
木
中
学
校
で
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
十
七
人
の
声
か
け
お
じ
さ

ん
が
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
一
人
ひ
と
り
挨

拶
。
こ
れ
に
対
し
生
徒
会
長
の
森
川
啓
君

が
「
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
安
心
し
て
登

下
校
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
御
礼
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

蹄
光
キ
ス
釣
り
大
会

海
の
日
の
七
月
十
九
日
、
観
光
キ
ス
釣

り
大
会
が
、
錦
江
湾
内
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
は
、
午
前
五
時
か
ら
午
前
十
時

ま
で
の
釣
果
で
競
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
、

た
く
さ
ん
の
キ
ス
を
釣
り
上
げ
て
い
ま
し

た。
子
ど
も
の
部
で
一
位
と
な
っ
た
頴
川
和

眞
く
ん
は
親
子
で
参
加
。
「
釣
り
は
幼
稚

園
の
頃
か
ら
。
早
起
き
は
大
変
だ
っ
た
け

ど
楽
し
か
っ
た
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

【
成
績
】
町
内
関
係
者
の
み
掲
載

▼
キ
ス
大
物
貸
一
位
－
安
木
利
昭
・
一

八
〇
㌘
　
▼
ア
メ
重
量
貨
　
二
位
－
境
田

照
久
・
九
四
〇
㌘
　
▼
子
供
貨
　
頴
川
和

眞
（
柁
城
小
）
・
九
四
〇
㌘
　
▼
女
性
貸

簗
瀬
文
子
・
八
八
〇
㌘
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第
三
十
六
回
姶
良
地
区
体
育
大
会

が
、
七
月
十
七
日
・
十
八
日
の
両
日

（
一
部
競
技
を
除
く
。
）
、
郡
内
の
各

会
場
で
行
わ
れ
、
十
八
の
種
目
で
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

加
治
木
町
の
選
手
た
ち
は
、
各
競

技
で
実
力
を
発
揮
。
昨
年
に
続
き
、

総
合
四
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

町
内
で
は
、
弓
道
、
ラ
グ
ビ
ー
、

卓
球
、
ク
レ
ー
射
撃
の
競
技
が
行
わ

れ
、
競
技
役
員
も
選
手
以
上
に
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

四
位
以
内
に
入
賞
し
た
競
技
種
目

は
次
の
と
お
り
。

▼
陸
上
－
二
位
　
▼
水
泳
－
四
位

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
－
三
位
　
▼

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
－
三
位
　
▼
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
－
三
位
　
▼
柔
道

－
四
位
　
▼
弓
道
－
三
位
　
▼
軟
式

野
球
－
二
位
　
▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
男
子
－
三
位
　
▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
ー
四
位

髭亥撰咳咳咳髭醗醒
塚睦

加
治
木
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
吉
村
賢
一
会
長
）
と
加
治
木
町
生

活
学
校
　
（
西
迫
雅
子
会
長
）
　
は
、

「
自
然
に
親
し
み
自
然
を
大
切
に
す

る
心
を
育
て
よ
う
」
と
七
月
一
一
十
四

日
、
綱
掛
川
で
川
遊
び
を
行
い
ま
し

た。
会
場
と
な
っ
た
千
鳥
公
園
近
く
の

河
川
敷
に
は
、
子
ど
も
や
保
護
者
な

ど
約
八
十
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

「
水
辺
の
生
物
を
探
し
た
り
、
水

質
を
調
べ
て
み
よ
う
」
と
、
参
加
者

た
ち
は
魚
捕
り
網
と
バ
ケ
ツ
を
手
に

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
と
川
の
中
へ
。
草
の

茂
み
を
足
で
探
り
網
で
す
く
う
と
、

エ
ビ
や
カ
ニ
、
フ
ナ
な
ど
が
網
に
か

か
り
、
ほ
か
に
も
ス
ッ
ポ
ン
や
大
き

な
コ
イ
も
捕
れ
、
あ
ち
こ
ち
で
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

錦
江
小
学
校
四
年
生
の
有
馬
み
き

さ
ん
は
、
「
い
ろ
ん
な
生
き
物
が

い
っ
ぱ
い
採
れ
て
楽
し
か
っ
た
。
ま

た
川
遊
び
を
し
た
い
。
」
と
バ
ケ
ツ

の
中
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

吉
村
会
長
は
、
「
川
遊
び
を
通
し

て
自
然
に
触
れ
合
う
こ
と
で
、
自
然

の
す
ぼ
ら
し
さ
や
生
命
の
大
切
さ
を

感
じ
取
っ
て
も
ら
え
た
ら
。
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
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細菌細埴科相場駐独魂蜂相貌蜂精細搾菌碗拘夢独軸蜂叔桃蜂函裁擢精細搾菌裁拘置独揖鴇 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h 鴬∴∴∴乍寄 罵中二 �教育委員会だより罵 
年 協　－■〕j 蛍∴∴‥㌔ 浸堆菌函あ拡夢精鴎 �家庭教育第1章　親自ら礼節をわきまえ　人間の生き方を語る親であれ �4 8 4 a d 

ceGeceGeceCeteGeceGeCececeGetecececececececececeGeceGeceGeceGececeCecececeGececeで 

不登校で悩んでいる児童生徒の相談相手になります

教育委員会では、各学校で増加傾向にある不登校児童生徒の対策の一つとして、本年度から「不登校児童生徒

相談別を設置しました。加治木駅裏の営林署があった吉原事務所跡を拠点にして、児童生徒とのふれあいや個

別の相談にのっていこうとするものです。常駐ではありませんので、

は該当児の在籍する小・中学校に御連絡ください。

学校評議員の余業誓嵩塁霊器
制度が導入されて3年目を迎えました。それを機

会に今一度評議員の在り方を探ろうと、今回初めて町内の全評議

員に集まってもらいました。全体会では、委嘱状の交付と講義が

行われました。その後、学校ごとに分かれて、学校運営について

の校長の説明、評議員からの質疑や意見の交換がありました。各

学校が、学校評議員の意見を取り入れながら、それぞれの特色を

出して地域住民の期待に応えた学校経営を進めていくことが期待

郷土を学ぶ「抑治木小のくも合戦」

くも合戦の行司をする子とも

相談を希望される方、不登校でお悩みの方

委嘱状の交付

告－　加治木小学校では、郷土の伝統行事を体験しようと数年前から

創意の時間を使って、子どもたちの「くも合戦」を実施していま

す。5、6年児童が保存会の方々といっしょに取ってきたクモを

持ち寄り、学級ごとに学級チャンピオンを決めました。保存会の

方の指導を受けながら行司も自分たちで行いました。他の学年も

見学に来て、クモの戦いぶりに歓声が上がりました。

郷土の伝統を受け継ぎ、体験すること時　子どもたちの将来の

生き方にも関わる大事なことです。子どもたちは「加治木っ子手

帳」へ、その体験を記入していることでしょう。

学園紹介 
「今の晴代こそ．園児に原体験を」 

本圃では、園児により多くの原体験をさせ、そこから「生きる　　　　　加治木幼稚園 

の坐矩　　　　つ、　目　地　－　　　　　　　　　　　　）i・・　　　　　　　吏」． ���� 

を積極的に導入し実践化に努めています。　i主 　　　　　　　謀 　　　　） 　　　　　　　‥丁年 

芋，カレーライス）体験活動もさせています。さらに、年間一人 一鉢栽培活動計画では、ミニトマト、ハツカダイコン、パンジー やビオラを栽培し、原体験の幅の拡大を図るようにしています○ � ��、イ； 

ざ∴　　　　　　　　　・イ支‾． � 、■一差させ． 

問い合わせ先 加治本町教育委員会学校教育課 ℡62－2111内線341
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山
田
竃
閏
。
◎
山
勘
露
頭
／
し

餓
峨
蕾
イ
ン
7
蘭
書
1
シ
a
シ
情
報

躍彊∵－－
豊
か
な
自
然
環
境
に
囲
ま
れ
た
竜

門
小
学
校
で
学
び
た
い
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、
校
区
内
の
空
家
及
び
借

家
を
探
し
て
い
ま
す
。
情
報
提
供
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

竜
門
小
学
校

冊
（
6
3
）
　
3
4
4
6

圏
閲
圏

龍
門
滝
や
さ
え
ず
り
の
森
な
ど
、

町
内
の
観
光
名
所
が
載
っ
た
観
光
名

刺
の
台
紙
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

1
0
0
枚
千
円
、
2
0
0
枚
－
千
五

百
円
、
3
0
0
枚
－
二
千
円

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
課
商
工
観
光
係

Ⅲ
　
（
堅
　
2
1
1
1
内
線
3
6
2

【
社
会
福
祉
士
】

○
試
験
日
　
平
成
1
7
年
1
月
2
3
日

（日）
○
受
験
手
数
料
一
二
、
一
〇
〇
円

○
受
付
期
間
　
9
月
9
日
　
（
木
）
　
～

1
0
月
8
日
　
（
金
）

【
介
護
福
祉
士
】

○
試
験
日
　
平
成
1
7
年
1
月
2
3
日

（日）
○
受
験
手
数
料
　
三
一
、
三
〇
〇
円

○
受
付
期
間
　
8
月
日
日
　
（
水
）
　
～

9
月
1
0
日
　
（
金
）

【
精
神
保
健
福
祉
士
】

○
試
験
日
　
平
成
1
7
年
1
月
2
2
日

（土）
○
受
験
手
数
料
一
二
、
五
〇
〇
円

○
受
付
期
間
　
9
月
9
日
（
木
）
～

1
0
月
8
日
（
金
）

※
受
験
者
は
「
受
験
の
手
引
」
を
取

り
寄
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
社
会
福
祉
振
興
試
験
セ
ン

タ
ー
　
〒
1
5
0
－
0
0
0
2
東
京

都
渋
谷
区
渋
谷
1
－
5
－
6

m
0
3
（
3
4
8
6
）
　
1
5
5
9

▽
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
統
計
協
会

冊
0
9
9
（
2
8
6
）
　
2
1
1
1

〇
日
時
　
日
月
1
4
日
　
（
日
）
午
前
9

時
0
0
分
～

○
試
験
会
場
　
鹿
児
島
国
際
大
学

○
受
験
資
格
　
不
問

○
受
験
願
書
の
受
付
期
間
　
8
月
0
0

日
（
月
）
　
～
9
月
1
0
日
（
金
）

○
そ
の
他
　
受
験
手
数
料
が
必
要

▽
問
い
合
わ
せ
先

高
圧
ガ
ス
保
安
協
会

Ⅲ
0
9
9
（
2
5
0
）
　
2
5
3
5

圏

聞
①
4
月
0
0
日
、
福
岡
県
飯
塚
市
の
雑

木
林
で
発
見
。
身
長
1
1
0
伽
位
、

推
定
年
齢
5
0
歳
～
7
0
歳
の
男
性
。
こ

げ
茶
色
ブ
レ
ザ
ー
、
こ
げ
茶
色
セ
ー

タ
ー
、
こ
げ
茶
色
ズ
ボ
ン
。

②
4
月
2
7
日
、
福
岡
県
篠
栗
町
の
山

中
で
発
見
。
身
長
1
6
8
伽
位
、
推

定
年
齢
4
0
歳
～
5
0
歳
の
男
性
。
緑
色

ス
ウ
ェ
ッ
ト
上
下
、
黒
色
カ
ジ
ュ
ア

ル
シ
ュ
ー
ズ
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
険
生
活
課
生
活
児
童
係

Ⅲ
　
（
6
2
）
　
2
1
1
1
内
線
1
3
2

調
べ
る
楽
し
さ
、
表
現
す
る
楽
し

さ
を
グ
ラ
フ
を
使
っ
た
作
品
づ
く
り

を
通
し
て
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
応
募
資
格
　
小
学
生
～
一
般

○
用
紙
の
規
格
　
7
2
・
8
0
0
×
5
1
・

5
脚
（
B
2
判
仕
上
寸
法
）

○
課
題
　
自
由
（
た
だ
し
、
小
学
校

4
年
生
以
下
は
、
児
童
が
観
察
し
た

結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
）

○
締
切
り
　
9
月
9
日
（
木
）
必
着

圏
開
聞
圏
闇

（

○
日
時
　
9
月
1
7
日
　
（
金
）
午
前
1
0

寺

～
O
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課

Ⅲ
（
6
2
）
　
2
1
1
1
内
線
5
0
5

（

経
営
の
安
定
に
支
障
を
生
じ
て
い

る
中
小
企
業
者
の
方
で
、
事
業
所
の

所
在
す
る
市
町
村
長
の
認
定
を
受
け

た
方
（
特
定
中
小
企
業
者
）
を
対
象

に
、
県
信
用
保
証
協
会
が
通
常
の
保

証
限
度
額
と
は
別
枠
で
保
証
を
行
い

ます。
○
保
証
限
度
額

個
人
・
法
人
　
2
億
8
千
万
円

組
合
　
4
億
8
千
万
円

○
保
証
期
間

1
0
年
（
据
置
き
1
年
）

○
貸
付
利
率

金
融
機
関
所
定
の
利
率

○
保
証
料
率
　
年
0
・
8
7
％

※
各
金
融
機
関
を
通
じ
て
保
証
の

申
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
金
融

機
関
と
信
用
保
証
協
会
の
審
査
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

・
認
定
に
つ
い
て
　
町
商
工
観
光
係

Ⅲ
（
6
2
）
　
2
1
1
1
内
線
3
6
2

・
制
度
に
つ
い
て
　
信
用
保
証
協
会

Ⅲ
0
9
9
（
2
2
3
）
　
0
2
1
1



11

「お知らせ」が電話で開けます。∴＿　　　　1

人楯岡和問題と加治木町民のつとい

講演会と人権コンサート

8／25（水）13：30－16：40　加害ホール

人は皆、生まれながらにして平等であり、幸

せで健康に生きる権利をもっています．けれど

も家庭や地域社会、職場や学校など　何げなく

過ごしている日常生活の中にも、人権という視

点から眺めると、さまざまな問題が浮かび上

がってきます。身の回りにある様々な差別や自

分自身の中にある差別心に気づき、すべての人

権が尊重される明るい社会をつくることをめざ

し、講演会とコンサートを実施します。どうぞ

御参加ください。

平成16年度　目
＼＿＿＿＿－

○開会行事13：30一

〇講演　会14：00－14：50

講師：国立療養所星塚敬愛園自治会長

岩川津一郎氏

演題：乱、のさけび」

○コンサート　15：05－16：30

久留米市人権バンド「夢気球」

○閉会行事16：30－16：40

※入場無料

問い合わせ先：教育委員会社会教育課

℡62－2111（内線321）

募　　集　　種　　目 ��資　　　　　格 �受　付　期　間 �試　験　期　日 

防衛大学校i 学　生i �推　　薦 �高卒（見込含）21歳未満 �9／6（月）～9／8（水） �9／25（土）・26（日） 

一　　般 �高卒（見込含）21歳未満 �9／10（金）～10／1（金） �11／13（土）・14（日） 

防衛医科大学校学生 ��高卒（見込含）21歳未満 �9／10（金）～10／1（金） �11／6（土）・7（日） 

航　　空　　　学　　　生 ��高卒（見込含）21歳未満 �8／2（月）～9／8（水） �9／23（木） 

看　　護　　学　　生 ��高卒（見込含）24歳未満 �9／10（金）～10／1（金） �10／17（日） 

一　般　曹　候　補　学　生 ��18歳以上24歳未満 �8／2（月）～9／8（水） �9／18（土） 

曹　　候　　補　　　士 ��18歳以上27歳未満 �8／2（月）～9／8（水） �9／18（土） 

2　　等 陸・海・空士 �男　　子 �18歳以上27歳未満 �通年 �受付時に通知 

女　　子 �18歳以上27歳未満 �8／2（月）～9／8（水） �9／26（日）・27（月） 

○身　　分　特別職国家公務員

○初任給　防衛大学生、防衛医科大学生については、学生手当が月額106，700円。
一般曹候補学生、曹候補士、航空学生、看護学生及び2等陸、海、空

士は、月額159．600円を、自衛隊生徒については、月額152，300円が支

給されます。その他、期末勤勉手当が年2回（6月、12月）合計4・4

か月分が支給されるほか、職種や職域などに応じて特殊勤務手当、調

整手当、寒冷地手当等がそれぞれの該当者に支給されます。

問い合わせ先　自衛隊鹿児島地方連絡部国分募集事務所　℡45－1836
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2008年から2012年　　　京都議定書の削減目標の達成 ����������������������� 

‾　三　と、∃⊇※1 

の発効！ �������2004年　加治木町地域新エネルギービジョン策定 

2002年　　削減目標を達成する法制度の制定＝日本の京都議定書批准。送呈 

2001年7月　　COP6再開会合　京都メカニズム送呈 �����������2001年　　中央環境審議会　C02などの排出削減の 

や吸収源の詳細な運用ルール案の確定 ����������。　　　　　　シナリオと具体的な国内制度の検討作業。 

2001年　IPCC（気候変動に関する政府間パネル）第三次評価報告書を発表。「2100年には最大5・8℃気温 

が上昇する。」と警告！ ����������99年度の日本のC02排出量 

2000年11月　　COP6（地球温暖化防止ハーグ会議） �����������遊里坦（90年比推定値） 

京都メカニズムや吸収源の詳細なルー ����������ル1999年4月　地球温暖化対策推進法と改正省エネ 

案まとまらず合意は延期。 ����������法の施行。 

1997年12月　COP3（地球温暖化防止京都会議）京都議定書を採択。日本は6％の削減目標を約束。 ����������������������� 

紙一i・・ 劃 ����I．‾” ����� ��● �‾一、（－〃－．●， ‘霊場・ ��一〇一rt ����r －ノ；ヽ 

l諾報 ！壷 1mm‾ ���� ��殻諒∴． ����m �� �� ��������l「 ．一・・●い ．1’ 閣 議 ・寵澄 ○● 

鴨宣 託、， 章．’ 醗； � �タ � �一・、校∴一〇千 ●｝●「 轍’息子 “ ：‘‾＼∴ 繋議 題離軽 ���ー喜一．）、℃ 買離．、‥ �燕 ‘《で 誘 ‘1 �∴∴子∴一㌔「一 一▲’i ‾‾．事 閣園 闘、 �関　● 

国際 �○ �．∴う �� �▲　・，d ��薬 縛・ 盗 �激・－轡 　　、 �����∴ � �王日蓮庇うj寡言 ����� �′・： �露 

、：ふ、一 ”託甘 � �� ��� ������ �∴了し： ‾．予 ∴i諒 �」′r b 

＿／／三三ゝ ����� 

法ク 看 �二転）i“ ���� � � ��も、、 � �撫‘ �冶 　ノ●i ������� 

＿∴電生動鴫 ��� ��� �“－● �� �開園輩は董 鏡－　　　　　、一間 �����聖台木町 �� � � � 

● �l： �山喜、軍11－P i・・一一五 “÷‾‾事 ����′． � � � ���i〉：iji． 謎ぶii’、ボ辞職 ��　　∴▲■i： 駁∴’逗虹‾i∵‾鶉．’ ���蜜 � � � � �葛 

‘醤・．，雛∴悪評 ��� � � � � � 

圃こ開催されたCO ����P �〃 �� �� � �∴、∴∴・ ○言下0， m一山 ���� � � � � � 
輔／各崩‘一昌　＿調聞　．手嶋．〃り ������� �� � �i∵調音田田園額 ���� � � � � � 

， � � � � ��� �〆1∴∴r∵ �事： � �� � � � � � 国縫≡…一畳S‾≡ 京都議定書が採択され �����誓○ ��こ � �� � �1† il・－‾¢ �� � � � � � � � 

期 2社 �＝○ 開 園後 �●sI●E ま（2C 誉‾ ○○ 宣教 ●● �馨‥200 008年た 力：京都 後朝亜 ！●雷管援 �0年以降の先進 から先進国全体 から2012年の間 鴨議定書は、（D 出塁（1990年度 菱（こ発効（効力 ���固着 か ！置 �定め 国以 が全先進t g薫漢書巨 �＝，“▼ l○○l▲・ 〇〇 〇〇 －椅ie買 上の‡ 国の 長峯遭． ��さ ＿●● 批准（日 蓮雪謂三三 ��綱謡 、・‘7 1官 本の場苔 の55％以 �弼書房轄団 ．鴎gi． 国会0 �雪● ��こ〇g 〝眺蜜． ②址 － �l 条件 � �段 は �○○“ 蘭 I〃＿ � 

∴J∴」貢 �罰 �lO �ノ」L＼し／、同ヲ �� �細雪園田諾慨溝困陸運星昌遡＿ �������享∴ �miLの×”人体 ��京都 �� �岳 � �‘“ � 

目 ��������������� 
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図四日霊園
ジェンダーからの解放は
男女共通のテーマです。

女共同参画
rOじき果女美的参轟ブラシ」から（その4）

未来を拓く「心豊かな活力に満ちたまちづくり」の実現に向けて、住民一人ひとりの個人として
の尊厳が尊重され、その個性と能力が十分に発揮されるような人権の確立のために！

基本目標Ⅳ　貴女共同参酌こよる「心霊小樽港加こ濡ちたまちづぐl」を誰毒します

住民自治の確立をめざす意思決定システムの変革

地域自らの自己決定・自己責任に基づき独自
のまちづくりを推進する自治の確立のためには、

実質的な住民参画を保障し、住民と行政とが協

働するパートナーシップを築いていかなければ

なりません。

また、少子・高齢化の進行等により、地域コ
ミュニティの基盤が弱体化する中、住民間の相

互扶助による支え合い活動が求められ、環境の

変化に対応し、誰もが安心して暮らすことがで

きる魅力ある快適なまちづくりを推進するため

に、その政策や方針に性別や年齢等を問わず、

あらゆる立場の人の視点が反映されるよう意思

決定システムの変革に取り組みます。

新たな時代のまちづくIjが要請するジェンダーの主流化

「心豊かな活力に満ちたまちづくり」を実現

していくためには、「人権」と「環境」への配

慮が不可欠です。これまでの経済・産業中心の

まちづくりは、地球環境への大きな負荷を与え、

国の間で経済格差を広げるなどの課題を残し、
これらの課題には女性と男性の不平等な関係が

根底にあります。
このような経済・産業中心から人と自然の共

生を求める持続可能なまちづくりを図ることは、

世界から地域に至る共通の政策課題であり、そ

の課題解決には、あらゆる政策や方針決定に女

性の参画をすすめることが必須の条件であると
いうのが世界共通の認識となっています。

このような背景を踏まえ、男性とともに女性

が参画することにより、女性と男性の不平等な

関係や女性を不利な立場にしている社会構造そ
のものを問い直し、まちづくりにかかわる全て

の施策をジェンダー（性別）に中立なものとな

るよう組み替えていくジェンダーの主流化を図

る必要があります。

重点課題11あらゆる場における政策・方針決定過程への男女共同参画の促進

まちづくりには、さまざまな立場や考え方を

持つ人が、政策・方針決定過程に参画し、多様
な意見が反映されることが重要です。

本町における、政策・方針決定過程への女性
の登用率は、町議会議員が10％、各種審議会等

では27．1％、自治会会長については10．4％と、

住民の53．9％が女性であることを考えると、十

分とは言えない状況にあります。

このような現状を踏まえて、登用や役員選出

に関する慣行を見直し、あらゆる分野の政策・

方針決定過程に参画できる女性人材の育成をめ

ざして、女性のエンパワーメントを支援します。

男女共同参画の実現をめざす上で、政策・方

針決定過程への男女共同参画を進めることは、

その実効的な手段として重要な要件です。

（データは平成16年4月現在）
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重点課題12　男女共同参画によるまちづくIJを推進するための体制の整備

男女共同参画社会の実現に向けては、まちづ

くりにかかわるあらゆる場における男女共同参

画の推進が図られることが重要です。そのため、

多様な住民の声が反映されるよう、庁内外にお

ける推進体制の整備を図ります。

また、複雑化・多様化する地域課題の解決に

向けては、多様なまちづくり活動団体の自主的

な活動と、行政とが連携を図ることが求められ

ており、協働システムの構築は緊要の課題と

なっています。

さらに、男女共同参画推進条例（仮称）の制

定をめざし、国際社会や国・県・関係機関及び

他自治体の動向を的確に把握し、情報交換や連

携を図りながら、男女共同参画政策に関する調
査・研究に取り組みます。

※　平成16年3月に策定した「かじき男女共同参画プラン」を4回にわたって掲載しました。

男女共同参画社会の実現は、依然として根強い性別役割分業意識の解消など、解決しなければ

ならない障壁が多く容易に実現できるものではありませんが、実施計画にそって、実現をめざし

ていきたいと思います。

町民の皆様のさらなる御理解と御協力をお願いいたします。

※1　パートナーシップ：partnership 「

立琵蒜講話紫十
第豊謙語書誌議嘉子／
㌻嵩嘉詫請書警誓黒土
トナーシップという言葉も使われる。

／

／

※2　参加・参画

「参加」は単に仲間に加わることをいう

が、「参画」は、企画・計画立案の段階か
ら積極的・主体的に関わるという意味でと

らえられている。

「‾盲㌻」ジェ；三二 gender

iジ言霊譜議書器竃器嵩

／月身体構造上の性別を離れて認識される、い
）わゆる「男らしさ」「女らしさ」や、物事
iの適性についで性別により「向き不向き」

iを捉える考え方などをいう。

ドー＼＿

詰藷嘉三二「
ンダー視点を通し、ジェンダーに対して公　〉

l平・中立となるよう組み替えること。i

i

※5　エンパワーメント：empowerment

力をつけること。女性が政治・経済・家庭

等のあらゆる場で、自分たちのことは自分

たちで決め、行動できる能力をつけ、パ

ワーアップすること。
臆臆　∴∴一∴

要言‾二i二二同素睦子椙請≡IiI一品三三両1

鹿児島県男女共同参画センター（旧県庁跡）

電話・面接・法律・心と体の健康相談

講議事畢電話・野鳥′一、十二二十　　　I≡‾）Il主計

（休みは月曜日、月曜日が祝日の場合翌火曜日）
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おやっとさる！

鹿児島の蒸し暑い夏がやって来ました。日本は、英語で「LandoftheRisingSun（日の出の国）」と呼ばれて

います。もうじき私の加治木での生活に日暮れがやってきます。今回で「カトちゃんねる」は最終回となるので

加治木で過ごした2年間を振Ij返ってみました。

◆◆◆◆　カトの歩み　◆◆◆◆

国際交流員として働いた2年間はあっという間に過

ぎました。印象に残った出来事やお世話になった方々
へメッセージを記します。

●国際交流イベント

わくわく健康秋まつiJ、

国際交流劇「サマーク
リスマス」、花見ホー

ムステイ、TRIVIAナ

イト（クイズ大会）、

国際ダンスフェスタ、

国際料理教室
イベントを実施するのに多くの方の協力をしヽたたき

ました。スタッフに感謝しています。

●姶良郡CIRネットワーク

霧島町や牧園町や隼人

町などの給食交流、吉松
ホームステイ、栗野ビス

トロ、溝辺キャンプ

あなたたちの友情とサ

ポートにDankeShon！

そして、世界中の色々な国のことを教えてくれて
Mgoi！良い勉強になりました。

●茶飲クラブ

夏のBBQ、外国から来た友人の歓迎会、クリスマ
ス会、色々なPOTLUCK

毎週水曜の授業はいつも楽しみにしていました。た

くさんの笑顔や笑いをObrigada！英語で手紙を書き

ますの”劉迎強を頑張ってください！

最後に，．．。。町民のみなさん、ありがとうございました！
「カトちゃんねる」を読んで、1度だけでも笑ったiら

考えたiJしてくださったことがあれは、私は嬉しいです。
さようならを言うのは寂しいことですが、私の「人

生」という本に、この2年間が重要な章として加わIJま
した。

「あるところの夕焼けが、別のところの日の出にな

る」別れの後、日本の好きな諺を胸に、次の冒険に踏み出
すつもiJです。では皆さん、お元気で！

井の中の蛙、大海を知らず

●かじの木大学英会話講座

年齢に関係なく、一

生懸命迦強してくれた
みなさん、感動をMerci

beaucoup！開講式で

の「すきやぎ」の演奏
は最高でしたよ！

●南九州病院英会話サークル

毎月の面白いおしゃべりや笑顔をShukran

Gazilan！　楽しいクリスマス会なども良い思い出に

なijました！謝謝！

●町内の小学校・幼稚園・保育所の訪問

加治木の可愛い子供たち、たくさん遊んでくれて
Thankyou！運動会や卒業式も楽しかったです！

●KIFA（加治木国際交流協会）

この2年間、楽しいイ

ベントができました。

会員を増やしもっと幅
広い団体になれるよう頑

張ってください！

役員の皆さん、企画段

階から、私のイベントの

夢を叶えてくれてAngKeun！

●役場企画課

笑いや面白い話をあIjがとう！先輩方、かごんま弁
を教えてくれてあijがとしやげもした！（まだ勅強中

です）あなたたち以上の優しい良しヽ同僚はいません。

カムサハム二ダ！

GT　　nt1高 　　Mil閏： 
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蝉
時
雨
私
は
の
ん
び
り
歩
き
ま
す

斑
猫
や
混
沌
の
地
を
逃
げ
て
ゆ
く

夏
薪
水
ふ
く
み
た
る
散
歩
道

カ
あ
る
限
り
湖
心
へ
梅
雨
の
蝶

青
緑
下
げ
て
旧
居
を
寺
り
を
り

七
夕
や
園
児
の
仮
名
文
字
踊
り
け
り

湖
畔
道
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ
の
夢
迫
ひ
ね

鯛
は
つ
ま
恋
ふ
声
か
湖
の
夙

合
戦
に
武
士
道
見
た
り
黄
金
蜘
蛛

生
夕
凪
に
伯
つ
濃
夫
あ
り

心
の
ポ
ー
ト
二
人
乗
り

ひ
て
す
も
う
取
る

は
浮
く
外
輪
山
雲
の
蜂

の
先
に
妻
居
り
天
の
川

ひ
　
Y
、

に
陽
射
し
集
ま
り
梅
雨
晴
間

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
横
行
蟹
は
爪
か
ざ
す

園
田
　
千
秋

藤
崎
　
文
庫

酒
匂
　
君
江

熊
元
一
栄

田
代
　
俊
泉

黒
木
ト
シ
子

稲
恒
　
寧
夫

岩
田
美
細
江

竹
山
　
洋
子

犬
童
　
利
春

藤
原
　
喜
子

郡
山
マ
サ
子

吉
江
　
重
美

脇
本
　
星
浪

川
畑
　
克
己

中
村
　
勉

柳
田
　
稔

永
固
ま
り
り
ん

川
崎
　
黒
兎



「お知らせ」が電話で開けます。
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11－11－　　一　己 �工　　上Aiir一一 

5（日） �植原眼科医院 �℡43－1050 � 

12（日） �青雲病院眼科 �℡66－3080 

19（日） �田中眼科医院 �℡65－3986 

20㈱ �渡辺眼科クリニック �℡45－6888 

23㈱ �いぢち眼科 �℡47－3618 

26（日） �神　村　眼　科 �℡64－5556 

※在宅医は往診はいたしません。 

※在宅医の担当時間は午前9時～午後1時です。 

※原則として緊急を要しない一般の患者さんは御遠慮くだ 

さい 

i二一 

5（日） �すごやかクリニック �℡62－0308 � 

12（日） �掘とまちクリニック �℡63－9791 

19（日） �佐　藤　医　院 �℡59－2607 

●， �川　畑　内　科 �℡63－1499 

23㈱ �壱　帳　医　院 �℡59－2019 

26（日） �徳　永　医　院 �℡58－2302 

※診療時間は午前9時～午後5時です。 
※当日の往診ならびに緊急以外の受 ��診は御遠慮ください。 

日曜・祝日歯科救急診療（午前9時一午後3時） 
郡歯科医師会口腔保健センター　溝辺町（TEL誠一4鎌選） 

11、台＼粒鋤亜緋

星団C躍轡
㊥動態

平成16年7月1日現在

固四回
23，162人　（1）

雪
上0，695人（△4）
二年1

12，467人（　5）

※（）内は前月との比較

※集計の関係で、前月1日

の人口を掲載しています。

久
留
　
和
弥

山
口
　
蒼
太

上
妻
　
は
な

森
下
　
弥
佑

押
川
　
玲
皇

小
路
　
芽
瑠

哲
二

博
一隆

文
龍
一学

小
　
　
陣

下
　
　
浜

吉
　
　
原

原
ノ
　
門

蔵
王
団
地

昌
宏
　
吉
　
　
原

出
生
児

中
村
　
公
哉

井
元
こ
の
み

上
ノ
原
雅
浩

保
護
者
　
自
治
会

卓
哉
　
上
　
　
浜

光
弘
　
弥
　
　
勒

浩
　
　
上
　
　
浜

▼
I
月
1
5
日
ま
で
に
住
民
台
帳
に
記

載
さ
れ
た
方
を
掲
載
い
た
し
ま
し

た。
●
お
詫
び
と
訂
正

先
月
の
出
生
児
氏
名
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
訂
正
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

誤
　
杉
本
漂
太
朗

正
　
杉
本
凛
太
朗

香
典
返
し
の
代
わ
り
に
御
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
故
人
の

御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（　　）　は故人

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ
◆

蒲
生
田
二
　
田
中
　
明
男

（
母
　
ヒ
デ
的
）

柔
　
道
　
　
山
下
　
ナ
ミ
子

（
夫
　
時
季
7
9
）

岩
原
西
一
区
　
中
元
　
ト
ミ

（
矢
　
部
利
7
8
）

萩
　
原
　
　
地
蔵
原
　
墳

（
父
　
哲
則
8
5
）

毛
　
上
　
　
溝
口
　
直
売

（
母
　
キ
ヨ
9
7
）

中
福
良
後
　
有
村
一
朗

（
母
　
ミ
カ
8
7
）

岩
原
四
二
区
　
黒
田
　
寵
児

（
父
　
武
熊
9
2
）

上
木
田
　
　
穂
満
　
悟

（
母
　
ト
ヨ
8
5
）

里
ノ
下
　
　
坂
元
　
キ
ヨ
子

（
夫
　
澄
夫
7
4
）

下
栗
木
　
　
滝
谷
　
親
義

（
母
　
ミ
子
9
3
）

須
　
崎
　
　
郡
山
　
睦
子

（
父
　
平
次
8
7
）

◆
育
英
奨
学
資
金
へ
◆

大
阪
腐
堺
市
　
吉
崎
フ
イ
子

（
兄
　
畠
中
武
志
館
）

▼
7
月
1
5
日
ま
で
の
御
寄
附
を
掲

載
い
た
し
ま
し
た
。

熱
中
症
を
防
ご
う

▼
熱
中
症
と
は

高
温
・
高
熱
に
さ
ら
さ
れ
た
り
、

激
し
い
運
動
な
ど
を
行
っ
た
と
き
に

み
ら
れ
る
体
の
不
調
で
す
。

脈
が
早
く
な
る
、
手
足
の
け
い
れ

ん
、
め
ま
い
な
ど
に
は
じ
ま
り
、
重

症
例
で
は
意
識
障
害
や
シ
ョ
ッ
ク
な

ど
が
み
ら
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死

に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

や
高
齢
者
に
つ
い
て
は
注
意
し
て
見

守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

高
血
圧
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
な
ど

の
病
気
の
あ
る
人
や
体
調
が
よ
く
な

い
と
き
な
ど
は
、
特
に
注
意
が
必
要

です。
▼
予
肪
対
策

・
暑
い
中
で
の
無
理
な
運
動
ほ
ざ
け

る
・
水
分
を
十
分
に
補
給
す
る
　
（
就
寝

前
を
含
め
て
こ
ま
め
に
）

・
通
気
性
の
よ
い
服
装
に
す
る

・
帽
子
、
日
傘
な
ど
で
頭
部
を
保
護

す
る・

体
調
を
整
え
る

▼
応
急
処
置

・
風
通
し
の
よ
い
場
所
に
移
す

・
体
を
冷
や
す

・
水
分
を
補
給
す
る

※
症
状
が
改
善
し
な
い
と
き
は
、
す

み
や
か
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

釣
臥
臥
以
臥

△

2

1

9

9

（

博9
・
生
亡
入
出

出
死
転
転



妨 �談義 �雨離陸物 

鰯鶉麗壷 擬態意義襲灘轡
県中学校総合体育大会で優勝し九州大会へ
出場した加治木中野球部

曲田の岩崎司さん宅で採れた野球グラブの
ようなナス（左）

ー一遍・謹

県高校総合体育大会で優勝、全国高校総合体育
大会で準優勝した加治木工業高校弓道部女子

キャロットジャムの原料となるニンニクを

収穫する農産加工グループのメンバー

荻据活轍的鴎

ゾウやライオンなど五頭の動物が出現しました。

子ともたちに大人気です。ぜひ遊びに来てください。
絢夢ランド　TEL62－1°○○

ii
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加
治
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町
広
報
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